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新
着
本
の
ご
案
内〔

児　

童　

書
〕

▼
ラ
ブ
ち
ゃ
ん
と
ボ
タ
ン
タ
ン

３（
角
野
栄
子
）▼
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
お
ひ
げ
が
い
っ
ぱ
い
!
?

（
ロ
ジ
ャ
ー
・
デ
ュ
ボ
ア
ザ
ン
）

▼
お
め
で
と
う
、ブ
ル
ー
カ
ン

ガ
ル
ー
！（
エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ク
ラ
ー
ク
）▼
３
び
き
の
ゆ

き
ぐ
ま（
ジ
ャ
ン
・
ブ
レ
ッ
ト
）

▼
赤
は
な
の
ト
ナ
カ
イ
ル
ド
ル

フ（
つ
ち
だ
き
ょ
う
）▼
ね
が
い

ご
と（
マ
リ
ー
・
ン
デ
ィ
ア
イ
）

▼
お
ひ
っ
こ
し（
及
川
賢
治
）

〔
一　
　
般　　

書
〕

▼
ま
ず
石
を
投
げ
よ（
久
坂
部

羊
）▼
徒
然
王
子（
島
田
雅
彦
）

▼
み
の
た
け
の
春（
志
水
辰
夫
）

▼
ワ
ル
ツ
下（
花
村
萬
月
）▼
元

職
員（
吉
田
修
一
）▼
造
花
の
蜜

（
連
城
三
紀
彦
）▼
わ
れ
ら
が
ア

ウ
ル
ズ（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー

カ
ー
）▼
配
達
さ
れ
た
い
私
た

ち（
一
色
伸
幸
）▼
イ
ノ
セ
ン
ト

・
ゲ
リ
ラ
の
祝
祭（
海
堂
尊
）▼

す
っ
ぴ
ん
は
事
件
か
？（
姫
野

カ
オ
ル
コ
）▼
旅
ス
テ
ー
ジ（
川

上
健
一
）▼
午
後
の
音
楽（
小
池

真
理
子
）▼
と
ん
び（
重
松
清
）

▼
恋
愛
嫌
い（
平
安
寿
子
）▼
僕

の
好
き
な
人
が
、よ
く
眠
れ
ま

す
よ
う
に（
中
村
航
）▼
謎
手
本

忠
臣
蔵
上
・
下（
加
藤
廣
）▼
モ

ニ
タ
ー
ル
ー
ム（
山
田
悠
介
）▼

粗
茶
を
一
服（
山
本
一
力
）▼
利

休
に
た
ず
ね
よ（
山
本
兼
一
）▼

ナ
イ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
・
オ
ブ

・
ゲ
ン
ジ（
松
浦
理
英
子
）▼
あ

な
た
に
、大
切
な
香
り
の
記
憶

は
あ
り
ま
す
か
？（
阿
川
佐
和

子
）▼
真
説
・
外
道
の
潮
騒（
町

田
康
）▼
赤
い
手
袋
の
奇
跡（
カ

レ
ン
・
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
）▼
幻

影
の
書（
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ

ー
）

���������
『さくらんぼ母ときた道』

（鮑　　十/著）
雄大な自然が広がる雲南省の農村。
貧しいながらも大好きな両親の愛
に包まれ成長していく少女。だが、
少女は大きくなるにつれ、障害をも
つ母のことを疎ましく感じるよう
になり・・・。

☆毎週土曜日
　14時00分～

おはなしかい開催

　

頭
痛
は
体
質
だ
か
ら
、
と
我
慢

し
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

頭
痛

の
原
因
を
知
る
こ
と
で
、
痛
み
が

和
ら
ぐ
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

頭
痛
は
、
原
因
と
な
る
他
の
病

気
が
な
い
「
慢
性
頭
痛
」
と
、
「
他

の
病
気
が
原
因
の
頭
痛
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

【
慢
性
頭
痛
】

　

３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
緊
張
型
頭
痛
（
慢
性
頭
痛
の
約

６
割
）

・
痛
み
の
特
徴
…
頭
全
体
が
締
め

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
。

・
原
因
…
「
筋
肉
の
疲
労
」
や

「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
」
が
関
係
。

首
や
頭
を
支
え
る
筋
肉
に
負
担
が

か
か
る
と
、
頭
の
筋
肉
の
血
流
が

悪
く
な
り
痛
み
が
生
じ
る
。

・
対
策
…
睡
眠
と
休
養
で
疲
労
回

復
を
心
が
け
る
。
軽
い
運
動
を
し

て
こ
り
を
ほ
ぐ
し
、
血
流
を
促
進

さ
せ
る
。

②
片
頭
痛
（
慢
性
頭
痛
の
約
３
割
）

・
痛
み
の
特
徴
…
脈
打
つ
よ
う
な

痛
み
。
寝
込
む
ほ
ど
の
痛
み
や
吐

き
気
が
す
る
こ
と
も
。 

・
原
因
…
脳
の
神
経
が
過
敏
に
な

る
と
血
管
の
拡
張
や
炎
症
が
起
こ

り
、
そ
の
血
管
が
神
経
を
圧
迫
し

て
痛
み
が
起
こ
る
。

・
対
策
…
自
分
の
頭
痛
が
起
こ
る

条
件
を
避
け
る
（
騒
音
や
ま
ぶ
し

い
光
、
睡
眠
不
足
、
寝
す
ぎ
等
）
。

ま
た
、
こ
め
か
み
あ
た
り
の
動
脈

を
冷
や
す
・
圧
迫
す
る
な
ど
で
血

流
を
妨
げ
た
り
、
静
か
な
暗
い
と

こ
ろ
で
横
に
な
る
こ
と
で
改
善
す

る
場
合
も
。

③
群
発
頭
痛

・
痛
み
の
特
徴
…
目
の
奥
の
激
し

い
痛
み
が
一
定
期
間
集
中
し
て
起

こ
る
。
目
の
充
血
や
ま
ぶ
た
が
下

が
る
な
ど
の
症
状
も
。
痛
み
は
１

〜
２
時
間
持
続
し
、
一
日
に
１
〜

２
回
、
１
〜
３
ヶ
月
に
わ
た
っ
て

続
く
。
そ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
痛

み
は
消
え
る
が
、
半
年
〜
数
年
後

に
ま
た
集
中
的
な
頭
痛
が
あ
る
。

・
原
因
…
不
明
。

・
対
策
…
頭
痛
の
時
期
の
飲
酒
や

睡
眠
不
足
は
避
け
る
。

【
他
の
病
気
が
原
因
の
頭
痛
】

　

頭
痛
の
中
に
は
「
く
も
膜
下
出

血
」
や
「
脳
腫
瘍
」
な
ど
、
脳
に

重
大
な
病
気
が
起
き
て
い
る
場
合

も
。 

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

・
今
ま
で
に
な
い
激
し
い
痛
み
が

突
然
起
こ
る

･
数
週
間
〜
数
ヶ
月
間
か
け
て
徐

々
に
痛
み
が
ひ
ど
く
な
る

・
ま
ひ
、
し
び
れ
、
け
い
れ
ん
、

意
識
障
害
を
伴
う

･
高
熱
、
発
疹
、
う
な
じ
が
硬
く

な
る
な
ど
の
症
状
が
あ
る

･
も
の
忘
れ
や
、
話
の
つ
じ
つ
ま

が
合
わ
な
い　
　
　
　
　

な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

　

頭
痛
の
頻
度
が
月
に
１
回
程
度

で
市
販
の
頭
痛
薬
を
飲
ん
で
２
時

間
以
内
に
治
ま
る
よ
う
な
ら
市
販

薬
で
様
子
を
み
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
痛
み
が
強
く
な
る
前
に

薬
を
飲
む
こ
と
で
効
き
目
が
良
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
つ
ら
い
頭

痛
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
り
、
薬
を

飲
ん
で
も
な
か
な
か
治
ま
ら
な
い

場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
我
慢
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

佐
武　

絵
理


